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未来プロジェクト議事　　報　告　書　（平成２１年度12　月）
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年　12月　25日

	部会名
	未来プロジェクト会議

	開催日時
	12月　25日　（金曜日）　　　　　

	参加状況
	プロジェクト員数　（　　　）　　参加者数（12）

	運営委員会への報告事項
	資料配布：第一回未来プロジェクト資料P1～P3・区民会議提案書P1～P2・企画書P1・プロジェクトと部会活動との違い

資料説明：小池代表から資料説明があった。

議事内容

プロジェクト立ち上げの再確認

1. 区民が考える青葉区の未来像を区民とともに考える機会を設定し、現在の青葉区都市マスタープランが私達の望む姿を具現化できるのか確認してみる。

2. 現状のままの経過していく私達の住むまちの将来を想定することで、私たちの住むまちの望む姿とのギャップを確認する。　都市マスタープラン青葉区プランの見直し時期にプランへ反映できるような総合的観点にたった「望む姿への提案」（次世代への贈り物パートⅡ）を作る未来プロジェクトを立ち上げる。

進め方

1 平成14年に作成された当時の青葉区プラン(青葉区都市マスタープラン以後青葉区プランという)の勉強し計画内容を確認する。

2 推定される15年から20年後の状況を想定する。

3 現在の状況(平成21年現在)を把握する。また、区民の願いや想いを聴き検討する。

4 現青葉区プランの方向性を点検し、区民が望む姿を整理しまとめて提案する。

手順

1. 区民、区民会議委員にプロジェクト参加を呼び掛ける。(第一弾　共有場面としての区民会議主催「区民のつどい」を計画する。

2. ①～③を中心にプロジェクトメンバーでこれから作業を進める。

3. 勉強会を行い、その後テーマを整理し区民広聴、(インターネットを含め)、アンケート、を行う。

4. テーマによってはワークショップ等の手法を使い問題、希望、夢等々を整理する。

プロジェクトメンバー募集について　

・運営委員会名で1月の各部会へ再度参加を呼び掛ける。

スケジュール

1-4月　区民のつどい（4月ごろ）に向けて　まず勉強会を開催する（月2回程度）

第2回未来プロジェクト会議　1月6日18時

　　・共通認識すべき事柄について　（区プラン、データ検証　）

第3回未来プロジェクト会議　1月22日18時（運営委員会当日1時間早く）

第4回未来プロジェクト会議　2月初旬(予定)

　　・東急電鉄のまちづくり　予定（事務局に日程などの調整依頼）

	提案事
	特になし


· 開催後、この「報告書」フォームを使って項目による部会報告をメールで送付してください。

· 運営委員会ではこの報告書より必要事項を抜粋して運営委員会報告にまとめます。
